
農業関係除染等補正予算可決（12月定例会）
質疑
条例、質疑
一般質問（８人の議員が登壇）
議会改革研修報告

　12月27日、日赤奉仕団がひとり暮らしの高齢者へ心の
こもった「おせち料理」を届けました。
122月2727日、日日赤奉赤奉仕奉仕仕団が団ががひとり暮らししのの高高齢者齢者へ者へへ心の心の

こもった「お「おせおせちせちち料料理」理」をを届届けけましした。た。
　12月27日、日赤奉仕団がひとり暮らしの高齢者へ心の
こもった「おせち料理」を届けました。
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心もあったかい
　新年になりますように
心もあったかいい
新年新年になりますように
心もあったかい
　新年になりますように

〒969-1792  福島県伊達郡国見町藤田字観月台15  観月台文化センター内 TEL.024（585）3295  FAX.024（585）2181 http://www.town.kunimi.fukushima.jp/

ピラカンサスの実



　今般執行された選挙におい
て、多くの皆様のご支援により
無投票当選の栄に浴し、国見町
長という重責を担うことになり
ました。その責任の重さを痛感
し、身の引き締まる思いです。
皆様のご理解とご協力を賜り、
「オール国見」の精神で町政の一
層の発展と町民福祉の更なる向

上のため誠心誠意全力で取り組んでまいります。
○町政執行の基本姿勢
•合併せず、町としてしっかりと維持し、更に発展させ、
「魅力あふれる国見町」をつくっていきます。
•政治的中立の立場で、町民の皆様と十分連携を図りな
がら、町民主役の町政を実現していきます。

•40年間の行政経験を活かし、国、県、市町村、関係機
関への提言や連携に取り組みます。

○課題を解決し「魅力あふれる国見町」をつくっていくた
めの町政運営

•まず、東日本大震災と原発事故により直面している非
常事態の収束のために、町民、関係団体と一丸となっ
て、早急に安全安心な国見町をつくっていくことが、
第一です。

•各産業の振興及び働く場の確保と子育て支援による
人口流出への歯止めや文化・スポーツの振興による
町の活性化に取り組んでいきます。

•高齢者対策としての介護支援のための施設の早急な
建設と適正な運用、医療体制の充実強化等、思いやり
のある町政の実現に取り組んでいきます。

（
保
健
福
祉
課
長
）明
確

な
基
準
は
な
い
。
町
内

会
の
集
会
所
建
設
の
際
の
助
成

の
限
度
額
と
同
額
と
し
た
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）
町
道

修
繕
工
事
費
の
う
ち
の

１
５
０
０
万
円
の
財
源
の
内
容

は
。

（
建
設
課
長
）町
の
復
興

支
援
交
付
金
基
金
で
あ

る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）
町

道
の
経
年
劣
化
に
よ
る

修
繕
箇
所
は
毎
年
か
な
り
の
数

に
な
る
。
今
定
例
会
に
、
町
の

道
路
管
理
責
任
を
問
わ
れ
た
事

故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
に
よ

り
和
解
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
修

繕
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
し
て
把

握
し
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
る

か
。

（
建
設
課
長
）職
員
が
道

路
を
巡
回
し
把
握
し
て

い
る
。
更
に
強
化
し
早
期
に
修

繕
す
る
た
め
25
年
度
予
算
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
浅
野
富
男
議
員
）
防
災

訓
練
の
際
、
無
線
が
聞

こ
え
に
く
い
の
で
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
を
申
し
込
ん
だ
が
な
か
な

か
設
置
し
て
も
ら
え
な
い
等
の

声
が
あ
っ
た
。
ア
ン
テ
ナ
設
置

申
し
込
み
は
何
件
あ
る
か
。
ま

た
、
受
信
状
態
の
確
認
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
住
民
生
活
課
長
）設
置

場
所
の
移
動
も
含
め
、

申
し
込
み
は
１
６
１
件
。
受
信

状
態
は
、
業
者
に
委
託
し
、
地

区
内
に
何
点
か
ポ
イ
ン
ト
を
設

定
し
て
、
受
信
で
き
る
と
い
う

結
果
を
得
て
い
る
。
基
地
局
を

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
移
し

た
こ
と
に
よ
り
電
波
の
状
態
も

変
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
各

家
庭
に
お
け
る
設
置
場
所
の
移

動
、
ア
ン
テ
ナ
の
調
整
等
を
お

願
い
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

「オール国見」で復興、そして
「魅力あふれる国見町」を

太田久雄町長 所信表明（抜粋）

1月6日　消防団出初式（消防車の点検結果報告）

問

問問

答答

答

答

町
道
の
維
持
管
理
に

1
7
0
0
万
円

防
災
無
線
に
2
5
0
万
円

柿
の
除
染
作
業
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太
田
新
町
長
就
任
後
初
と

な
る
12
月
議
会
定
例
会
は
、
12

月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制

定
・
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な

ど
21
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し

ま
し
た
。
議
員
発
議
で
は
、
条

例
・
規
則
の
改
正
、
意
見
書
・

決
議
な
ど
11
議
案
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
、
決
定
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
登
壇

し
20
項
目
に
わ
た
っ
て
町
政
を

た
だ
し
ま
し
た
。

12月
定例会

農業関係除染に１億９千万円
　

既
定
の
歳
入
歳
出
総
額
に
４

億
７
７
１
０
万
円
を
追
加
し
、

58
億
３
０
８
３
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

震
災
復
旧
・
復
興
の
た
め
の

経
費
２
億
６
５
３
５
万
円
が
歳

出
の
主
な
も
の
で
、
う
ち
１
億

９
５
１
２
万
円
が
農
業
関
係
の

除
染
、
汚
染
廃
棄
物
処
理
、
放

射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

財
源
は
地
方
交
付
税
、
国
県

支
出
金
、
町
債
等
で
す
。

　

特
に
、
く
に
み
幼
稚
園
の
整

備
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
補
助

金
が
６
０
３
９
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
分
を
賄
う

た
め
、
幼
稚
園
改
修
事
業
債
の

起
債（
町
の
借
入
金
）を
５
２
２

０
万
円
増
額
し
ま
す
。

　

以
下
の
質
疑
を
経
て
、
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
務
所

建
設
の
た
め
の
補
助
額
を
１
０

０
０
万
円
と
し
た
そ
の
根
拠
は
。

４億7,710万円増
一般会計予算

質質

疑疑

問 社
会
福
祉
協
議
会
に

1
0
0
0
万
円
補
助

一
般
会
計（
第
４
号
）

補
正
予
算

各会計補正予算の主な内容
【歳出の主なもの】
○一般会計（第3号）
 •衆議院議員総選挙 944万円
○一般会計（第4号）
（震災関係）
 •柿の樹高低下、桃の改植 1億6‚787万円
 •桃の改植地の除染（表土剥ぎ等） 2‚208万円
 •農業関係の汚染廃棄物処理 517万円
 •原発事故により低下した県産品のイメージ回復のための県か
らの交付金の積み立て 4‚552万円

 •社会福祉協議会事務所建設への補助 1‚000万円
（その他）
 •町の借入金の繰上償還 1億3‚719万円
 •特別養護老人ホームへ道路整備のための補助 2‚102万円
 •町道の維持管理（修繕工事等） 1‚733万円
 •防災無線アンテナ設置等 248万円
 •個人住宅の太陽光パネル設置に対する補助 150万円
○公共下水道事業特別会計（第2号）
 •震災による下水管の復旧工事 425万円
○介護保険特別会計（第2号）
 •介護保険料増額抑制のため創設した基金への積み立て（介
護給付費準備基金から同額を振り替え） 250万円

【歳入の主なもの】
○一般会計（第4号）
（くにみ幼稚園整備関係）
 •幼稚園複合化補助金 △9‚262万円
 •学校施設環境改善交付金 3‚223万円
 •町債(町の借入金) 5,220万円



　

工
事
費
を
１
８
２
２
万
円
増

額
し
、
完
成
期
日
を
２
月
末
に

変
更
し
ま
す
。

　

次
の
質
疑
を
経
て
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
志
村
良
男
議
員
）増

額
さ
れ
た
１
８
０
０
万

円
の
内
容
は
。

（
幼
児
教
育
課
長
）

震
災
に
よ
っ
て
歪
ん
だ

サ
ッ
シ
の
取
り
替
え
に
３
０
０

万
円
、
園
庭
の
排
水
改
善
の
た

め
の
工
事
に
２
８
０
万
円
、防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
２
９
０
万
円
、空

調
設
備
工
事
に
２
７
０
万
円
な

ど
が
、主
な
も
の
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
国

見
の
里
」
用
地
と
し
て
、土
地
開

発
公
社
か
ら
町
が
取
得
し
、
社

会
福
祉
法
人「
厚
慈
会
」へ
売
却

す
る
も
の
で
す
。（
な
お
、「
厚
慈

会
」へ
代
金
相
当
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
）（全

員
賛
成
で
可
決
）

（
改
正
）

　

行
政
に
使
用
し
な
い
町
有
財

産
・
物
品
の
国
へ
の
譲
与
、
無

償
貸
付
等
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

排
水
施
設
の
構
造
の
安
全
基

準
、
下
水
を
排
水
す
る
際
の
水

質
の
基
準
等
に
つ
い
て
定
め
ま

し
た
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
制
定
）

　

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間

（
平
成
24
〜
27
年
度
）の
保
険
料

の
増
額
を
抑
え
る
た
め
に
県
か

ら
交
付
さ
れ
た
２
５
０
万
４
千

円
を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金

を
設
置
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
改
正
）

　

町
長
等
の
給
料
の
額
に
つ
い

て
広
範
な
知
見
で
審
議
す
る
た

め
、
町
内
の
団
体
と
住
民
に
限

ら
ず
、
委
員
の
選
出
の
範
囲
を

広
げ
ま
す
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

特別養護老人ホーム「国見の里」敷地

場所　小坂南３番２（小坂緑住区）
広さ　２万416㎡
　取得・処分価額　５,326万８,000円
取得相手方　福島地方土地開発公社
処分相手方　社会福祉法人　厚慈会
　　　　　　　　理事長　堀切　伸一

国見町立「くにみ幼稚園」改修工事変更

契約額　変更前　１億４,910万円
　　　　変更後　１億６,732万２,750円
　　　　　　　　　　（１,822万２,750円を増額）
工事の完成期日　変更前　平成25年１月31日
　　　　　　　　変更後　平成25年２月28日
相手方　株式会社　渡辺建設
　　　　　　代表取締役　渡辺　一郎

そ
の
他
の
条
例

そ
の
他
の
議
案
等

財
産
の
交
換
、譲
与
、無
償

貸
付
等
に
関
す
る
条
例

国
見
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
条
例

く
に
み
幼
稚
園
改
修

工
事
の
変
更

国
見
町
介
護
保
険
財
政

安
定
化
基
金
特
例
交
付
金

基
金
条
例

国
見
町
下
水
道
条
例

質質

疑疑

問答 「
く
に
み
幼
稚
園
」
改
修

工
事
費
増
額
の
中
身
は

特
老
用
地
の
取
得・
処
分

く
に
み
幼
稚
園
改
修
工
事

「
国
見
の
里
」敷
地
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（
佐
藤
定
男
議
員
）現
在

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
方
に
不
利
益
に
な
る
よ
う
な

変
更
点
は
な
い
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）な

い
。
新
た
に
定
め
た
基

準
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に
災

害
の
種
類
に
応
じ
て
き
め
細
か

に
対
応
す
る
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の

質
は
む
し
ろ
向
上
す
る
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

方
の
負
担
増
は
ど
う
か
。
辞
め

て
い
く
者
が
多
い
と
聞
い
て
い

る
。
人
手
不
足
に
な
ら
な
い
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）災

害
対
策
計
画
の
策
定
の

義
務
付
け
、
サ
ー
ビ
ス
記
録
の

保
存
管
理
を
２
年
間
か
ら
５
年

間
と
す
る
な
ど
、
負
担
増
と
な

る
。
し
か
し
、
事
業
者
と
し
て

責
任
あ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す

る
た
め
の
基
準
は
必
要
。
守
ら

れ
な
か
っ
た
と
き
は
是
正
を
求

め
、場
合
に
よ
っ
て
は
指
定
を
停

止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）町
が

新
た
に
事
業
所
、
サ
ー

ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ

る
の
か
。（

保
健
福
祉
課
長
）な

い
。
町
が
行
う
の
は
事

業
者
の
指
定
、
監
督
。
現
在
町

が
指
定
し
て
い
る
事
業
者
で
あ

る
国
見
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お

り
、災
害
対
策
計
画
の
策
定
、記

録
の
管
理
の
３
年
延
長
等
が
新

た
に
発
生
す
る
。

（
村
上
正
勝
議
員
）「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
」
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
に
も

対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
現

在
、
町
指
定
の
事
業
者
は
あ
る

の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）町

内
に
は
な
い
が
、
保
原

町
に
あ
る
施
設
を
指
定
し
て
お

り
、
町
民
１
名
が
特
例
と
し
て

利
用
し
て
い
る
。

　

次
の
条
例
の
制
定
・
改
正
は
、

「
地
域
の
こ
と
は
地
域
住
民
が
責

任
を
持
っ
て
決
め
る
」と
い
う
地

域
主
権
改
革
が
国
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
地
域
主
権
一
括
法
に
よ
り

国
の
基
準
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

条
例
・
規
則

（
制
定
）

　
「
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
」
と
は
、
介
護
保
険
制
度
を

利
用
で
き
る
高
齢
者
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
予

防
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
町
が
事
業
者
を
指

定
、
監
督
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、そ
の
事
業
の
人
員
、設
備
、

運
営
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め

た
も
の
で
す
。
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
方
法
も
定
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
の
町
長
の
給
料
月

額
84
万
６
０
０
０
円
を
10
％
減

額
し
、
76
万
１
４
０
０
円
と
し

ま
す
。

（
給
料
と
諸
手
当
を
含
め
た
総
称

が
給
与
で
す
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

次
の
よ
う
な
質
疑
を
経
て
、

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
主
権
一
括
法
に

よ
る
も
の

国
見
町
長
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例

国
見
町
が
事
業
者
を
指
定
す

る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
基
準
に
関
す
る
条
例

質質

疑疑

問

問問

問 答答

答

答

利
用
者
に
と
っ
て
何
が

変
わ
る
か

新
た
な
町
の
負
担
は

な
い
か

町
指
定
の
「
小

（
※
）

規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」
事
業
者
は

事
業
者
の
負
担
は

ど
う
な
る

国
見
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

町
長
の
給
料
月
額
10
％
減
額

（
※
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
と
は
、
自
宅
へ
の
訪
問
、
施
設

へ
の
通
所（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）や

短
期
間
の
宿
泊
に
よ
る
介
護
を

組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
。



•蓄積され続ける汚泥の即刻搬出を求める意見書（７度目）
•県北浄化センター汚泥減容化施設についての申し入れに関する決議
•2013年度の教育予算の拡充と教職員定数の改善を求める意見書
•｢原発ゼロ｣の政治決断を求める意見書
•東京電力が示した ｢財物賠償基準｣ を見直しさせ､ ｢再取得価額｣を基準とした賠償基準
とすることを求める意見書
•政府が行った ｢原発事故収束宣言｣の撤回を求める意見書
• ｢自主的避難区域｣ における精神的損害に対する賠償についての中間指針の見直しを求
める意見書

意見書・決議を可決

国など関係機関へ送付

県に県北浄化センター、減容化施設の再考を
求める申し入れを決議

　県は、10月29日に開催された第23回阿武隈川上流流域下水道県北浄化センター環境保全協議会の席
上で、唐突にも浄化センターの汚泥の仮設乾燥施設について日本下水道事業団と委託協定を締結した
と報告した。また、下水道事業団は、単なる乾燥施設建設として一般競争入札を行う公告を行った。
　県がセンター建設時の協定違反を承知のうえ地元に対して何の説明もしないまま方針のみを伝える
ことは、住民感情を逆なでするものである。まして入札ともなればどのような施設になるのかもまった
く知らされないことになる。よって、現時点ではどのような施設も認める段階にはない。そればかりか、
単なる乾燥施設では減容化はできても、問題の発端である放射能の容積あたりの濃度がより高くなる。
汚泥の搬出を更に困難にするだけで、かえって問題解決について収拾がつかなくなる恐れがある。し
たがって、下水道事業団との契約をいったん白紙に戻し丁寧な話し合いをしていくことが肝要である。
　本議会としては、肝心なところの放
射能がどのように変化するのか、減容
化された汚泥はどのように処理される
ことになるのか等、細部について説明
を求めながら慎重に進める必要があ
る。また、県北浄化センター環境を守
る会も契約の白紙撤回を求めているこ
とについても承知している。
　よって、環境を守る会はもとより地
元住民が納得できる進め方をするよ
う、県に再考を求め、ここに申し入れ
をする。
　以上、決議する。

県北浄化センター汚泥減容化施設についての申し入れに関する決議

県北浄化センター（汚泥を仮置きするテントが並ぶ）
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請願・陳情 提 出 者 付託委員会

県営土地改良事業における地方公共団体の費用負担を求める請願書
（西根堰の施設更新・補修工事について、原発被害による農家の負
担軽減を図るため、町にも費用負担を求めるもの）

伊達西根堰土地改良区
　理事長　賀藤　貞 産業厚生
紹介議員　村上　晴夫議員

｢2013年度の教育予算の拡充と教職員定数の改善を求める意見書提
出｣方の陳情

福島県教職員組合
　中央執行委員長　五十嵐史郎
　伊達支部支部長　酒井　克幸

総務文教

｢国に『原発ゼロ』の政治決断を求める意見書｣の提出を求める陳情
書

｢原発をなくせ　原発事故によ
る損害の完全賠償をさせる福島
県北の会｣
　代表　菅野　偉男

３．11
大震災
復興対策

｢『財物賠償基準』を見直し、『再取得価額』を基準にした賠償基準に
することを求める意見書｣の提出を求める陳情書

｢政府の『原発事故収束宣言』の撤回を求める意見書｣の提出を求め
る陳情書

｢中間指針の見直しを求める意見書｣の提出を求める陳情書

請願・陳情一覧

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

　

今
定
例
会
で
は
、請
願
１
件
、

陳
情
５
件（「
請
願
・
陳
情
一
覧
」

参
照
）
を
所
管
の
委
員
会
に
付

託
し
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て

採
択
す
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
の
討
論
を
経
て
、
委
員

会
の
結
論
ど
お
り
、
す
べ
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
の
政
治
決
断
を
求

め
る
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て

 

賛
成　

８
人　
　
　
　

村
上　

正
勝
議
員

渡
辺　

勝
弘
議
員

渋
谷　

福
重
議
員

阿
部　

泰
藏
議
員

村
上　

晴
夫
議
員

東
海
林
一
樹
議
員

浅
野　

富
男
議
員

井
砂　

善
榮
議
員

 

反
対　

３
人　
　
　
　

佐
藤　

定
男
議
員

松
浦　

常
雄
議
員

志
村　

良
男
議
員

（
反
対
討
論
）

志
村
良
男
議
員  

原
発
ゼ
ロ
が

理
想
だ
が
、
電
力
不
足
、
発
電

コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
電
気
料

金
の
値
上
が
り
が
予
想
さ
れ
、

生
活
及
び
産
業
へ
の
経
済
的
影

響
が
余
り
に
も
大
き
い
。
原
発

に
代
わ
る
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

確
保
さ
れ
る
ま
で
安
全
確
認
の

う
え
稼
働
し
、
徐
々
に
廃
炉
し

て
い
く
べ
き
。

（
賛
成
討
論
）

浅
野
富
男
議
員  

県
内
の
現
状

を
考
え
る
と
、
福
島
か
ら
原
発

ゼ
ロ
を
求
め
る
声
を
発
信
し
よ

う
と
す
る
の
は
当
然
。
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

討討

論論

経
済
的
影
響
が

大
き
す
ぎ
る

福
島
の
声
と
し
て

発
信
す
べ
き

　

11
月
11
日
に
執
行
さ
れ
た
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て

井
砂
善
榮
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。

　

井
砂
議
員
の
議
席
は
12
番

で
、
所
属
常
任
委
員
会
は
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
で
す
。

新
議
員
に
井
砂
善
榮
氏



ど
の
よ
う
な
政
治

理
念
・
姿
勢
で
町

政
に
当
た
る
の
か
。

現
在
町
が
直
面
し

て
い
る
極
め
て
困

難
な
課
題
解
決
の
た
め

「
復
興
・
絆
、
国
見
の
未
来

を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

①
国
見
町
の
維
持
と
更
な

る
発
展
。
②
政
治
的
中
立

の
担
保
と
町
民
主
役
の
町

政
。
③
国
、
県
、
市
町
村

関
係
機
関
な
ど
へ
の
提
言

や
連
携
。
こ
れ
ら
の
実
現

の
た
め
町
民
、
関
係
団
体

が
一
丸
と
な
っ
た
「
オ
ー
ル

国
見
」の
精
神
で
、
こ
の
非

常
事
態
の
収
束
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

町
づ
く
り
と
し
て

活
力
あ
る
町
政
の

実
現
の
た
め
農
商
工
一
体

と
な
っ
た
町
民
の
交
流
の

場
を
設
置
し
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
と
あ
る
。

前
町
長
が
活
性
化
に
必
要

で
あ
る
と
進
め
て
き
た
道

の
駅
は
ど
う
か
。

道
の
駅
は
ど
う
し

て
も
物
販
が
中

心
。
更
に
食
事
が
で
き
、

集
え
る
、見
ら
れ
る
な
ど
、

町
民
が
一
体
感
が
持
て
る

施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

現
在
進
め
て
い
る
道
の
駅

に
付
加
価
値
を
つ
け
、
施

策
を
展
開
で
き
る
よ
う
今

後
検
討
し
て
い
く
。
国
見

町
は
元
気
が
な
い
と
聞
く

の
で
活
力
と
元
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
留
め
置
か

れ
て
い
る
汚
泥
の
量
は
い

く
ら
か
。

12
月
９
日
現

在
2
万
２
１

７
５
㌧
、
テ
ン
ト
は
63
張

で
あ
る
。県

は
汚
泥
の
悪
臭

対
策
と
し
て
汚
泥

を
乾
燥
さ
せ
て
五
分
の
一

に
減
容
化
す
る
た
め
日
本

下
水
道
事
業
団
に
設
計
を

発
注
し
た
。
単
な
る
減
容

化
で
は
放
射
線
が
高
く
な

り
場
外
搬
出
が
困
難
に
な

る
こ
と
か
ら
環
境
を
守
る

会
は
こ
の
計
画
の
白
紙
撤

回
を
要
求
し
た
。
町
は
県

と
事
業
団
に
ど
の
よ
う
な

申
し
入
れ
を
し
た
の
か
。

県
に
は
環
境

を
守
る
会
と

と
も
に
計
画
の
白
紙
撤
回

を
、
事
業
団
に
は
町
と
し

て
放
射
能
を
除
去
し
汚
泥

が
再
利
用
で
き
る
よ
う
申

し
入
れ
を
し
た
。

一
戸
で
検
査
で
き

る
件
数
が
五
品
目

に
な
っ
た
が
、
ま
だ
不
十

分
だ
。
更
に
拡
大
で
き
な

い
か
。

一
日
で
検
査

で
き
る
件
数

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や

多
く
の
町
民
に
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確

保
す
る
た
め
に
制
限
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
申
込

状
況
を
み
て
検
討
す
る
。

松浦常雄議員

下
水
道
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
汚
泥
問
題

よ
り
多
く
自
家
用
農
産

物
の
放
射
線
検
査
を

非
常
事
態
解
決
に「
オ
ー
ル
国
見
」で

　
取
り
組
む

町
長
の
政
治
理
念
姿
勢
は

一般 質問

12月27日、震災復旧復興対策推進町民会議

町
長

町
長

上
下
水
道

課
　
　
長

上
下
水
道

課
　
　
長

原
発
災
害

対
策
室
長

問

問

問

問

問
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通告順 議員 質問事項

1 松浦　常雄議員

新町長の政治理念・姿勢、及び町づくりについての思い・願
いについて

自家用農作物の放射線測定について

県北流域下水道浄化センターの汚泥問題について

2 佐藤　定男議員
新庁舎建築計画の現状と今後の予定について

統合された旧小坂小・大木戸小の施設活用について

3 阿部　泰藏議員
活力のある街づくりについて

住宅の除染について

4 渡辺　勝弘議員
町長の基本理念における除染に対する考え方について

震災時におけるボランティア活動について

5 井砂　善榮議員

県北浄化センター放射性物質汚泥問題について

スクールバス運行について

まちなかタクシー運行について

6 渋谷　福重議員
大雪での除雪は万全か

国見町特産あんぽ柿生産の自粛について

7 浅野　富男議員
米軍のオスプレイ飛行訓練について

国見町を維持し発展させることについて

8 村上　正勝議員

県北浄化センターの汚泥問題について

桃せん孔細菌病対策について

ＪＲ藤田駅前の駐車場整備について

国見小学校の校庭について

町
政
を
問
う
一般
質問

12
月
定
例
会

～8人の議員が登壇～



銀
行
や
企
業
の
撤

退
、
少
子
化
、
さ

ら
に
大
震
災
で
一
段
と
町

の
活
力
が
低
下
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

聞
く
。

町
の
活
性
化
を
ど

う
図
る
か
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
の

た
め
農
商
工
一
体
と
な
っ

た「
町
民
交
流
の
場
」を
整

備
す
る
た
め
、「
道
の
駅
」を

含
め
た
総
合
的
な
調
査
検

討
を
行
う
組
織
を
設
置
す

る
。そ
の
中
で
建
設
場
所
、

運
営
主
体
や
町
民
が
集
え

る
必
要
な
施
設
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。

町
長
は
企
業
誘
致

に
よ
る
工
業
の
振

興
や
人
口
減
少
に
全
力
で

取
り
組
む
と
い
う
が
、
そ

の
実
現
性
に
つ
い
て
聞
く
。

町
の
活
性
化
に
は

企
業
誘
致
も
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

町
内
に
は
活
用
さ
れ
て
い

な
い
工
場
用
地
が
二
か
所

あ
る
。
今
後
、
既
存
企
業

の
拡
張
や
災
害
関
係
企
業

の
新
た
な
進
出
な
ど
に
つ

い
て
、
福
島
県
工
場
誘
致

協
議
会
や
東
邦
銀
行
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

近
隣
市
町
で
は
住

宅
の
除
染
が
進
ん

で
い
る
が
、
町
で
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

早
急
に
取
り

組
み
た
い

が
、
仮
置
場
が
な
い
た
め

未
だ
に
住
宅
除
染
を
始
め

ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

仮
置
場
の
確
保
に
つ
い
て

町
民
並
び
に
議
員
に
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。

仮
置
場
の
確
保
が

で
き
な
い
な
ら
、

福
島
市
で
行
っ
て
い
る
自

宅
敷
地
内
に
一
時
保
管
す

る
方
式
は
ど
う
か
。

現
在
、
公
共

施
設
の
除

染
は
敷
地
内
に
保
管
し
て

い
る
。
住
宅
の
除
染
で
も

今
後
そ
の
方
式
を
検
討
す

る
。

仮
置
き
場
を
確
保

し
た
区
域
か
ら
除

染
を
す
る
の
か
。

そ
の
よ
う

に
考
え
て
い

る
。

現
在
、除
染
を
行
っ

て
い
る
の
は
町
内

の
業
者
か
。

公
共
施
設
の

除
染
は
す
べ

て
町
内
業
者
で
あ
る
。
生

活
圏
の
森
林
は
県
北
森
林

組
合
に
委
託
し
て
い
る
。

作
業
員
の
不
足
か

ら
除
染
が
遅
れ
て

い
る
と
い
う
報
道
が
あ
る
。

作
業
員
の
確
保
は
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。各

業
者
に
お

い
て
確
保
し

て
い
る
。

阿部泰藏議員

住
宅
の
除
染
は

い
つ
か
ら
か

町
民
交
流
の
場
の
設
置
や
企
業
誘
致
に

　
取
り
組
む

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

　
ど
う
す
す
め
る
の
か

一般 質問

山崎工業団地の工場用地

問

問

問

問

問

問問

町
長

町
長

原
発
災
害

対
策
室
長

原
発
災
害

対
策
室
長

原
発
災
害

対
策
室
長

原
発
災
害

対
策
室
長

原
発
災
害

対
策
室
長
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を
第
一
に
無
駄
を
省
き
金

額
を
で
き
る
だ
け
圧
縮
す

べ
き
で
な
い
か
。

町
民
に
不
便
を

か
け
て
い
る
こ
と

か
ら
早
急
に
建
築
を
進

め
る
。
建
築
方
針
と
し
て

新
庁
舎
建
築
の
現

状
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。庁

舎
建
設
基
本
計

画
に
つ
い
て
1
月

中
旬
ま
で
町
民
の
意
見
を

聞
き
最
終
案
を
取
り
ま
と

め
、
1
月
下
旬
に
公
表
す

る
予
定
で
い
る
。
な
お
、

実
施
設
計
を
7
月
末
に
完

了
し
9
月
に
は
工
事
を
発

注
し
た
い
。

庁
舎
駐
車
場
・
建

築
面
積
は
。

旧
庁
舎
は
２
４
０

０
㎡
程
度
だ
が
、

新
庁
舎
は
地
下
駐
車
場
の

約
１
０
０
０
㎡
含
め
４
９

０
０
㎡
程
度
で
計
画
し
て

い
る
。

総
工
事
費
、
建
築

資
金
の
財
源
は
。

工
事
費
は
15
億
円

程
度
で
内
10
億
円

程
度
は
国
か
ら
の
復
旧
関

係
の
交
付
金
を
見
込
ん
で

い
る
。
残
り
は
借
入
金
だ

が
、
大
部
分
は
交

付
金
に
よ
り
補
填

さ
れ
る
。庁

舎
復
旧

検
討
委
員

会
は
今
後
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。基

本
計

画
に
つ
い

て
町
民
の
意
見
を

加
え
た
う
え
で
最

終
的
な
意
見
を
頂

く
。

新
庁
舎
は

国
の
補
助

金
、
つ
ま
り
税
金

で
建
築
す
る
。
し

た
が
っ
て
機
能
性

は
、
町
民
の
た
め
の
公
共

ス
ペ
ー
ス
や
子
供
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
わ

か
り
や
す
い
、
利
用
し
や

す
い
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
へ
の
配
慮
し
た
庁
舎
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎

と
す
る
。
更
に
将
来
的
に

も
町
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
視
点
で
進
め
て
い
く
。

議
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、

基
本
計
画
を
早
急
に
策
定

し
、
平
成
27
年
2
月
を
目

途
に
完
成
さ
せ
る
。

施
設
活
用
の
検
討

委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
と
の
こ
と
、
委
員
の

構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

委
員
は
福
島
大
学

の
牧
田
教
授
を
座

長
に
町
内
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
17
名
で
あ
る
。

町
の
基
本
的
考
え

方
・
方
針
は
。

地
域
特
性
と
地
域

の
意
見
を
踏
ま
え

た
計
画
を
前
提
と
し
な
が

ら
、
更
に
町
民
全
体
で
利

活
用
で
き
る
施
設
は
何
な

の
か
、
を
十
分
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

今
年
度
内
に
委
員

会
と
し
て
の
意
見

を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
。

委
員
会
の
方
針
決

定
内
容
を
地
元
住

民
や
町
民
に
ど
の
よ
う
な

形
で
情
報
公
開
し
て
い
く

の
か
。

委
員
会
で
の

活
用
方
針
の

ま
と
め
に
つ
い
て
は
議
会

に
報
告
し
、
最
終
的
な
施

設
の
利
活
用
方
針
、
方
向

性
は
委
員
会
の
意
見
を
基

に
幅
広
く
検
討
を
進
め
て

い
く
。

佐藤定男議員

27
年
2
月
完
成
を

　
目
指
し
て
い
る

新
庁
舎
建
設
を

　
ど
う
進
め
る
の
か

旧
小
坂
小
・
大
木
戸
小

の
施
設
活
用
は

一般 質問

新
庁
舎（
イ
メ
ー
ジ
）

問

問問

問 問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

企
画
情
報

課
　
　
長



下
水
汚
泥
が
現

在
、
2
万
2
千
㌧

強
、
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

周
辺
住
民
の
日
常
生
活
は

も
と
よ
り
果
物
、
野
菜
等

生
産
に
健
康
的
、
精
神
的

被
害
を
被
っ
て
い
る
。
町

長
は
基
本
的
な
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

私
も
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
す
ぐ
近
く

に
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

状
況
は
十
二
分
に
理
解
し

て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
60

年
の
環
境
保
全
協
定
書
の

と
お
り
、
汚
泥
は
全
量
場

外
搬
出
が
基
本
で
あ
り
、

当
時
の
地
権
者
会
の
諸
先

輩
や
地
域
住
民
と
全
く
同

じ
意
見
で
あ
る
。
今
後
は

環
境
を
守
る
会
と
十
分
連

携
を
図
り
1
日
で
も
1
時

間
で
も
早
く
汚
泥
の
全
量

撤
去
が
実
現
で
き
る
よ
う

全
力
を
尽
く
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
を
桑
折
町
の
会

社
に
委
託
し
て
い
る
。
町

が
主
導
的
役
割
を
果
た
し

バ
ス
会
社
を
設
立
す
る
こ

と
も
町
活
性
化
に
な
る
と

思
う
が
。運

行
委

託
の
条

件
を
満
た
す

メ
ー
ル
観
光
に

委
託
を
し
た
。

当
面
は
、
現
行

体
制
で
運
行
を

行
っ
て
い
く
。

子
供
た

ち
が
安

全
に
利
用
で
き

る
送
迎
集
合
場
所
ま
で
の

歩
道
の
整
備
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
安
全
運
行
を
確
保

す
る
た
め
に
交
差
点
の
隅

切
り
等
安
全
対
策
を
早
急

に
す
べ
き
で
な
い
か
。

小
学
校
新
設
開
校

準
備
委
員
会
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
コ
ー
ス
や

停
留
所
の
選
定
を
し
た
。

町
で
は
そ
の
選
定
に
基
づ

き
安
全
対
策
上
必
要
な
所

は
対
応
し
た
。
更
に
小
学

校
に
あ
る
安
全
対
策
委
員

会
で
コ
ー
ス
の
見
直
し
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
と

も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全

運
行
に
努
め
て
い
く
。

商
工
会
で
運
行

し
て
い
る
ま
ち
な

か
タ
ク
シ
ー
が
高
齢
者
の

方
々
に
大
変
便
利
な
交
通

手
段
と
し
て
喜
ば
れ
て
い

る
。
し
か
し
運
行
は
平
日

の
み
で
土
曜
日
の
運
行
を

望
む
声
が
あ
る
が
。

運
行
日
の
拡

大
は
民
間

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
難
し
い
の
で
は
な
い
で

い
か
。
引
続
き
、
ま
ち
な

か
タ
ク
シ
ー
運
行
委
員
会

で
検
討
を
し
て
い
く
。

井砂善榮議員

全
量
場
外
搬
出
が
基
本
で
あ
る

下
水
汚
泥
問
題
の
対
処
方
針
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
の
安
全
確
保

ま
ち
な
か
タ
ク
シ
ー

土
曜
日
も
運
行
を

一般 質問問

問問

問

町
長

町
長

まちなかタクシー（藤田病院前）

スクールバスで登校する国見小の子どもたち

教
育
次
長

企
画
情
報

課
　
　
長
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町政を問う 一般 質問

町
民
の
中
に
は
、

早
く
除
染
を
進

め
る
べ
き
と
い
う
意
見
と

除
染
の
効
果
が
出
な
い
な

ら
、
や
ら
な
く
て
も
良
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
町

長
は
除
染
の
必
要
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
回
の
震
災
が
な

け
れ
ば
町
長
選
に

立
候
補
し
て
い
な
か
っ
た
。

復
旧
・
復
興
の
中
で
も
除

染
対
策
の
必
要
性
を
痛
切

に
感
じ
て
い
る
。
町
民
の

安
全
安
心
の
確
保
の
た
め

全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

除
染
を
進
め
る
に

は
仮
置
き
場
の
確

保
が
課
題
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

大
震
災
と
い
う
非

常
事
態
に
は
町
民

と
多
く
の
接
点
を
持
っ
て

対
応
す
れ
ば
時
間
は
か
か

る
が
、
仮
置
き
場
の
設
置

な
ど
に
つ
い
て
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
理
解
を
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

み
ん
な
で
同
じ
方
向
に
向

か
っ
て
仮
置
き
場
を
つ
く

り
除
染
を
し
よ
う
と
い

う
、「
オ
ー
ル
国
見
」
を
基

本
に
町
民
一
体
の
体
制
づ

く
り
に
年
明
け
か
ら
精
力

的
に
対
応
し
て
い
く
。

実
際
に
除
染
し

た
物
質
を
一
時
保

管
し
て
い
る
場
所
を
示
し

て
、
町
民
に
仮
置
き
場
は

絶
対
に
安
全
で
あ
る
、
と

説
明
で
き
る
場
所
が
必
要

で
は
な
い
か
。

実
態
の
も
の
を
造

る
こ
と
は
当
然
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
更
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
へ

の
対
応
を
迅
速
に
す
る
た

め
、
専
属
部
署
の
設
立
の

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

災
害
発
生

時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
は
、
防

災
計
画
で
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
付
、

調
整
等
を
行
う
こ
と
に
、

ま
た
、
町
は
災
害
対
策
本

部
の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
情
報
収

集
・
提
供
の
窓
口
を
設
け

る
な
ど
、
情
報
提
供
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
災
害
が
発
生

し
た
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
対
応
は
町
災
害
対
策

本
部
を
中
心
に
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

大
震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
し
、
後
世
に
語

り
続
け
る
事
が
必
要
で
あ

る
。
新
潟
県
小
千
谷
市
に

は
新
潟
中
越
大
震
災
を

学
べ
る
防
災
学
習
館
が
あ

る
。
施
設
を
造
れ
と
は
言

わ
な
い
が
、
写
真
な
ど
を

展
示
す
る
こ
と
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

こ
の
施
設
の
問
題

よ
り
、
ま
ず
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
震

災
対
応
を
検
証
す
る
た
め

の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
十
分
議
論
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

渡辺勝弘議員

町
民
が
一
体
と
な
っ
た

　
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

仮
置
き
場
を

　
ど
う
確
保
す
る
の
か

大
震
災
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
る
な

一般 質問問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

住
民
生
活

課
　
　
長

観月台文化センターの除染（芝の深刈り）



平
成
の
大
合
併
が

終
わ
り
、
合
併
を

念
頭
に
置
い
た
財
政
運
営

か
ら
町
単
独
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
中
で
、
当
時

の
逼
迫
し
た
財
政
運
営
か

ら
は
脱
却
し
た
状
況
に
あ

る
。
町
を
維
持
し
、
更
に

発
展
さ
せ
る
施
策
が
必
要

だ
。
そ
の
一
つ
に
多
く
の

人
が
来
町
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
重
点
施

策
を
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
。

さ
ら
に
集
客
を
図

る
に
は
、
義
経
ま

つ
り
な
ど
の
活
性
化
事
業

の
見
直
し
や
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
の
実
施
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
広
域
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
導
入

な
ど
新
し
い
施
策
が
必
要

で
あ
る
。

　

更
に
、「
道
の
駅
」
も
含

め
た
町
民
な
ど
が
集
え
る

「
交
流
の
場
」
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
外
か
ら

も
多
く
の
人
を
呼
び
込
む

施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。本

町
に
は
、
特
に

宿
泊
施
設
等
と

と
も
に
観
光
施
設
が
少
な

い
、
と
の
指
摘
が
あ
る
が
。

観
月
台
公
園
、
阿

津
賀
志
山
防
塁
、

大
正
モ
ダ
ン
を
か
も
し
出

す
奥
山
家
住
宅
や
春
、
一

斉
に
咲
き
そ
ろ
う
果
樹
の

花
な
ど
す
ば
ら
し
い
観
光

資
源
が
数
多
く
あ
る
。
今

後
は
、
埋
も
れ
た
観
光
資

源
の
発
掘
と
町
外
へ
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ

と
、
更
に
は
、
近
隣
市
町

村
と
の
広
域
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、「
人
を
集
め

る
」、「
人
に
来
て
も
ら
う
」

こ
と
で
国
見
町
の
町
と
し

て
の
維
持
発
展
に
全
力
を

傾
注
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
に

は
、
お
金
が
地
域

で
ま
わ
る
仕
組
み
が
欠
か

せ
な
い
が
。

「
活
力
あ

る
町
政
の
実

現
」
に
向
け
て
、イ
ベ
ン
ト

等
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
広

域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
あ
る
い
は
交
流
の
場

の
設
置
な
ど
に
よ
る
具
体

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
。

米
海
兵
隊
の
垂
直

離
着
陸
機
オ
ス
プ

レ
イ
が
沖
縄
県
の
普
天
間

基
地
に
配
備
が
強
行
さ
れ

た
。
そ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
訓
練
ル
ー
ト
の
一
つ

と
し
て
国
見
町
上
空
を
通

過
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
。

現
在
も
米

軍
の
飛
行
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
既

存
の
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
で

あ
る
。
仮
に
本
町
上
空
が

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

ル
ー
ト
に
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
町
民
の
安
全
安
心
を

守
る
観
点
か
ら
遺
憾
で
あ

る
。

低
空
飛
行
訓
練
も

含
ま
れ
る
と
騒
音

被
害
と
と
も
に
そ
の
危
険

性
も
増
す
こ
と
に
な
る
。

訓
練
中
止
を
国
に
求
め
る

こ
と
は
可
能
か
。

 

関
係
各
県

及
び
関
係
市

町
村
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
全
国

知
事
会
で
は
7
月
に
関
係

自
治
体
へ
の
詳
し
い
説
明

や
意
向
を
十
分
尊
重
す
る

よ
う
国
に
申
し
入
れ
を
し

た
。
町
と
し
て
は
県
と
の

連
携
、
情
報
の
共
有
な
ど

を
図
っ
て
い
く
。

浅野富男議員

米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ

飛
行
訓
練

集
客
を
図
る
施
策
を
更
に
進
め
る

国
見
町
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
に
は

一般 質問

問

問

問

問

問産
業
振
興

課
　
　
長

住
民
生
活

課
　
　
長

住
民
生
活

課
　
　
長

町
長

町
長

阿津賀志山ビックツリー点灯式
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あ
ん
ぽ
柿
生
産
の

自
粛
が
、
ど
の
よ

う
な
経
過
で
今
年
も
な
っ

た
の
か
。

県
は
管
内

の
市
町
村
か

ら
56
検
体
を
採
取
し
、
あ

ん
ぽ
柿
に
加
工
し
た
と
こ

ろ
、
食
品
衛
生
法
上
の
基

準
値
で
あ
る
1
㌔
当
た
り

1
0
0
ベ
ク
レ
ル
を
超
す

検
体
は
20
検
体
あ
っ
た
。

国
見
町
で
は
7
検
体
中
3

検
体
が
超
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
県

は
10
月
5
日
原
料
柿
の
放

射
性
物
質
が
濃
縮
さ
れ
基

準
値
を
超
す
も
の
と
判
断

し
、
あ
ん
ぽ
柿
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
関
係
市

町
と
生
産
者
等
に
加
工
自

粛
の
要
請
を
し
た
。

再
度
、
柿
の
木
の

洗
浄
に
よ
る
除
染

は
し
な
い
の
か
。

前
年
度
に
実

施
で
き
な

か
っ
た
も
の
を
対
象
と
し

て
今
年
度
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
、
今
定
例
会
に
補

正
予
算
を
提
出
し
て
い
る
。

柿
を
改
植
し
た
場

合
、
植
栽
し
て
か

ら
収
穫
ま
で
相
当
年
数
が

か
か
る
。
そ
の
間
の
補
償

は
。

県
は
東
京
電

力
と
あ
ん
ぽ

柿
生
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
補
償
に
つ
い
て
協
議

中
で
あ
る
。
未
収
益
期
間

の
対
応
に
つ
い
て
も
、町
は

情
報
収
集
に
努
め
更
に
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

外
気
中
の
放
射
性

物
質
に
よ
り
高
い

数
値
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。そ
う
で
あ
れ
ば
、

全
て
室
内
で
あ
ん
ぽ
柿
を

生
産
す
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

地
を
守
り
、
雇
用
の
場
を

確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

「
な
ぜ
、
あ
ん
ぽ

柿
の
原
料
と
な

る
柿
の
放
射
能
が
高
い
の

か
」現
在
、国
及
び
関
係
機

関
で
究
明
中
で
あ
る
。
そ

の
結
果
を
見
て
、
今
後
十

分
研
究
し
、
検
討
し
な
が

ら
生
産
地
を
守
る
た
め

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

除
雪
を
執
行
す
る

積
雪
の
基
準
は
。

原
則
20
㎝
の
積
雪

で
除
雪
を
し
て
い

る
。

除
雪
を
す
る
建
設

業
者
は
確
保
で
き

て
い
る
の
か
。
会
議
を
持

つ
な
ど
除
雪
方
法
等
を
指

導
し
て
い
る
か
。

交
通
量
の
多
い
道

路
、
通
学
路
等
を

優
先
に
除
雪
を
行
う
等
す

で
に
町
内
９
業
者
に
除
雪

を
委
託
し
た
。

業
者
の
機
械
は
ほ

と
ん
ど
リ
ー
ス
で

あ
る
。
大
雪
時
に
機
械
の

確
保
が
困
難
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
農
家
の
中
に

は
除
雪
可
能
な
大
型
ト
ラ

ク
タ
ー
を
所
有
し
て
い
る
。

非
常
時
に
除
雪
を
要
請
す

る
考
え
は
な
い
か
。

除
雪
は
危
険
を
伴

う
作
業
で
あ
る
。

専
門
業
者
に
委
託
す
る
の

が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
除

雪
予
算
も
限
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
雪
時
に
果
た
し

て
機
械
が
確
保
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
ど
を
今
後
、
総
合
的
に

検
討
し
対
応
し
て
い
く
。

渋谷福重議員

原
因
を
究
明
し
対
応
す
る

あ
ん
ぽ
柿
の

　
生
産
地
を
守
れ

大
雪
時
の
除
雪
は

万
全
か

一般 質問

問

問

問問

問

問

建
設

課
長

町
長

問産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

原
発
災
害

対
策
室
長

町
長

建
設
課
長

この風景を取り戻したい（あんぽ柿の干し場）



　８年ぶりに交代した新町長の町政方針及び抱
負などを拝聴すべく議場へ足を運びました。
国見町の喫緊の課題は、震災復興と原発事故に
よる放射能の除染です。そして一日も早く安心
して住める郷土を取り戻すことです。
　また、少子高齢化が進行する中でいかにして
街の活性化をはかり、活力ある街づくりをする
かにあると思います。
　このような厳しい課題山積の中で誕生した新
町長には、今まで培われた豊かな行政経験と優
れたリーダーシップをもって当町の諸課題に対
し果敢に挑戦して頂きたいと大きな期待を持っ
ております。
　議員の皆様も、認識を共有し一般質問のなか
では、新町長の政治理念、その姿勢、街づくり
への思い、また「活力のある街づくりはいかに」
との質問が多く出されたように思いました。
　新町長は、これら諸課題の解決、実現に当たっ
ては町民と一緒に「オール国見」で全力を尽くす
という力強い表明がありました。
　しかし、これはオール町民の絶大なるバック
アップ、支えがあって初めて実現出来るものと
強調されました。
私たちも、さらに我が町が良くなるように他人
任せにせず少しでも町政に関心を持ち、それぞ
れの立場で出来ることを行うという積極的姿勢
が大切ではないかと思います。
そして、国見町がより一層安心で住み良い便利
な町になることが共通の願いではないでしょう
か。

安藤　宏美
（前田町内会）

　

美
浜
区
に
あ
る
市
町
村
職
員

研
修
所
お
い
て
「
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
、本
町
議
会
か
ら
正
副
議
長
、

議
会
運
営
委
員
４
名
の
計
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
法
学
部
教
授
で
自

治
体
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
呼

び
か
け
人
代
表
で
も
あ
る
廣
瀬

克
哉
氏
か
ら「
地
方
議
会
の
役
割

と
改
革
の
行
方
」に
つ
い
て
講
演

後
、廣
瀬
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
、
北
海
道
福
島
町
議
会
の

溝
部
幸
基
議
長
、
千
葉
県
流
山

市
議
会
の
松
野
豊
議
員
、
岐
阜

県
高
山
市
議
会
の
中
田
清
介
議

員
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、「
ど
こ
ま

で
す
す
ん
だ
！
議
会
改
革
」と
題

し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

既
に
基
本
条
例
を
制
定
し
て

い
る
議
会
の
報
告
に
お
い
て
も
、

現
在
の
議
会
の
状
況
を
い
か
に

住
民
に
知
ら
せ
る
か
、
住
民
の

考
え
を
い
か
に
拾
う
か
、
い
か

に
住
民
と
と
も
に
政
策
に
つ
い

て
提
言
を
し
て
い
く
か
、
基
本

条
例
の
も
と
、
住
民
の
目
線
に

立
っ
て
活
動
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
今

後
基
本
条
例
を
制
定
し
、
町
民

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、参
加

で
き
る
議
会
活
動
を
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。 

（
渋
谷
福
重
）

　

大
震
災
以
降
停
止
し
て
お

り
ま
し
た「
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
」の
利
用
を
再
開
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
」

と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
議
会
の
生
中
継
の

放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。「
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
議
会
中
継
」
を
ク
リ
ッ
ク
す

れ
ば
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
定
例
会
は
３

月
７
日
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
15
・
16
日　

千
葉
県
千
葉
市

「
議
会
改
革
」研
修
参
加
報
告

議
会
運
営
委
員
会

議
会
生
中
継
を
再
開

私もひと言

議会改革研修に参加
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藤
田
駅
前
駐
車

場
は
不
足
し
て
お

り
、
桑
折
駅
を
利
用
す
る

町
民
も
い
る
。
駅
前
公
園

は
利
用
者
も
少
な
く
駐
車

場
と
し
て
有
効
活
用
す
べ

き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

駅
前
に
は
民
間
駐

車
場
と
し
て
１
０

０
台
分
あ
り
、
う
ち
半
分

程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
駅
前
広
場
は
整
備

さ
れ
て
、
ま
だ
7
年
し
か

経
過
し
て
い
な
い
。
用
途

変
更
は
経
費
の
二
重
投
資

と
な
り
慎
重
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。
更
に
、
民
間

の
駐
車
場
経
営
を
圧
迫
し

な
い
よ
う
経
営
者
と
の
十

分
な
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

整
備
に
つ
い
て
は
今
後
慎

重
に
検
討
を
す
る
。

桃
産
地
と
し
て
存

続
が
危
う
い
状
況

で
あ
る
。現
在
ま
で
、具
体

的
に
決
定
し
た
対
策
は
。

9
月
議
会

以
降
、
果
樹

研
究
所
の
専
門
職
員
に
よ

る
せ
ん
孔
病
の
勉
強
会
、

桃
農
家
・
関
係
機
関
と
の

意
見
交
換
会
、
改
植
事
業

説
明
会
を
開
催
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
度
は
桃
の

改
植
を
約
12
㌶
実
施
す

る
。
ま
た
、
防
除
用
薬
剤

購
入
費
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
各
農
協
か
ら
関
係

書
類
が
提
出
さ
れ
次
第
、

速
や
か
に
補
助
金
を
交
付

す
る
。

雨
が
降
る
と
校
庭

が
沼
の
よ
う
に
な

る
と
の
父
兄
の
声
が
あ
る

が
。

小
学
校
の
体
育
館

を
改
築
す
る
際
、

開
（
※
）

発
許
可
制
度
に
よ
り
敷

地
内
に
調
整
池
が
必
要
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
敷
地

が
手
狭
な
の
で
校
庭
を
調

整
池
と
す
る
方
法
し
か
な

か
っ
た
。
更
に
、除
染
で
校

庭
の
水
は
け
が
悪
く
な
っ

た
。
そ
の
後
、
砂
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
徐
々
に
改

善
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

状
況
を
見
守
っ
て
い
る
。

汚
泥
問
題
の
対
処

方
針
を
聞
く
。

全
量
場
外
搬
出
が

基
本
で
あ
る
と
、

県
へ
の
町
長
就
任
あ
い
さ

つ
の
際
伝
え
て
あ
る
。
更

に
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
福
島
市
、
伊

達
市
、
桑
折
町
と
の
連
携

を
図
り
速
や
か
な
る
場
外

搬
出
に
向
け
、県
に
は
し
っ

か
り
申
し
上
げ
て
い
く
。

村上正勝議員

既
存
の
駐
車
場
経
営
を

　
圧
迫
し
な
い
か

藤
田
駅
前
に

　
公
営
駐
車
場
を

桃
せ
ん
孔
病
対
策
の

進
捗
状
況
は

国
見
小
学
校
の
校
庭
を

改
善
せ
よ

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

汚
泥
問
題

一般 質問
 

開
（
※
）

発
許
可
制
度

　

市
街
地
の
無
秩
序
な
開

発
防
止
と
良
好
な
宅
地
水

準
を
確
保
す
る
た
め
に
排

水
設
備
等
施
設
の
整
備
が

義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

調
整
池
は
30
年
に
一
度
の

豪
雨
を
想
定
し
、
排
水
が

河
川
に
流
れ
込
み
氾
濫
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

も
の
。
平
成
18
年
か
ら
学

校
等
の
公
共
施
設
も
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

問

問

問

問

建
設

課
長

産
業
振
興

課
　
　
長

教
育
次
長 ス

ポ
少
駅
伝（
国
見
小
校
庭
）

町
長

通勤・通学時間帯の藤田駅前
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後

記

　

太
田
新
町
長
に
よ
る
初
定
例
会

と
な
っ
た
12
月
議
会
。
新
町
長
の
所

信
表
明
及
び
、
国
見
町
の
将
来
を
つ

く
る
具
体
的
な
提
案
の
発
表
に
続

き
、
各
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

役
場
庁
舎
再
建
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
中
に
建
築
着
工
。
平
成
27

年
２
月
の
完
成
を
目
指
し
た
い
と
の

こ
と
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
国

見
の
里
」
も
、
平
成
25
年
度
の
早
い

時
期
に
開
所
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

反
面
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
も
っ
て
場
外
搬

出
の
目
途
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
除
染

に
よ
る
汚
染
土
壌
等
の
仮
置
き
場

確
保
、
風
評
被
害
対
策
、
桃
の
せ
ん

孔
細
菌
病
対
策
等
、
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
よ
り
誕
生
し
た
新
政
権
、
本
県

選
出
の
二
人
の
大
臣
の
協
力
を
得

て
、
町
と
議
会
一
丸
と
な
っ
て
問
題

解
決
に
向
け
、
更
な
る
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。 

（
Ｍ
・
Ｍ
）

議
長 

八
島　

博
正

副
議
長 

志
村　

良
男

編
集
委
員
長 

渋
谷　

福
重

編
集
副
委
員
長 

渡
辺　

勝
弘

編
集
委
員 

村
上　

晴
夫

　
　

同 

阿
部　

泰
藏

　
　

同 

村
上　

正
勝

　
　

同 

井
砂　

善
榮

12月11日
　～14日 12月議会定例会

12月23日 阿津賀志山ビックツリー点灯式
12月25日 例月出納検査

12月27日
復旧復興町民会議
福島地方水道用水供給企業団議会臨時会(福島市)

１月４日 国見町新春賀詞交歓会
１月６日 国見町消防団出初式
１月８日 議会運営委員会、年始知事懇談会(福島市)
１月10日 復旧復興町民会議役員会
１月13日 国見町成人式
１月15日
　～16日 議会運営委員会 ｢議会改革｣研修(千葉市)

１月16日 復旧復興町民会議小坂・森江野方部会
１月17日 復旧復興町民会議大木戸・藤田方部会

１月18日 復旧復興町民会議大枝方部会、小坂･大枝地区ま
ちづくり懇談会

１月19日 森江野地区まちづくり懇談会
１月20日 藤田地区まちづくり懇談会
１月21日
　～22日

県町村議会議長会正副会長会議､ 理事･監事合同
会議、要請活動(東京都)

１月25日 例月出納検査
１月26日 大木戸地区まちづくり懇談会
１月30日 総務文教常任委員会
１月31日 産業厚生常任委員会

議会の
動き

町内の代表者が一堂に会した新春賀詞交歓

　

１
月
13
日
、観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、１
１

１
人
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
今
年
も
ホ
ー
ル
は
仮

庁
舎
と
し
て
使
用
中
の
た
め
、大

研
修
室
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
新
成
人
の
選
挙
へ

の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、20
歳
の

記
念
の
模
擬
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、太
田
久
雄
町
長
が

新
成
人
代
表
の
山
田
将
さ
ん
に

成
人
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、八
島
博
正
議
長
か
ら

の
祝
福
と
「
ふ
る
さ
と
国
見
」に

誇
り
を
持
ち
復
興
の
原
動
力
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
の
言
葉
を
受

け
、大
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸

に
、新
成
人
を
代
表
し
て
千
葉
春

樹
さ
ん
よ
り「
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、自
分
ら
し
く
一
歩
一
歩

進
ん
で
い
き
た
い
」と
答
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
あ
り
、会
場
で
あ
る
ロ
ビ
ー

は
、久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
恩
師
や

友
人
と
近
況
を
語
り
合
う
喜
び

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、機
会
が

あ
っ
た
ら
是
非
、議
会
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

千葉春樹さんによる答辞

祝辞を述べる八島議長

1
1
1
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

祝
成
人
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